
令和７年 7 月３１日 高江こども園 

 空にはモクモクと大きな入道雲が見られるようになり、暑―い夏がやってきましたね。子どもたちは、カッ

プに水を入れたり、ジョウロから水が出てくると手を伸ばしたり、顔や体に水がかかっても喜んで水遊びを満

喫しています。これからまだまだ暑い日が続きますので、水遊びやプール遊びを楽しんでいきたいと思いま

す。ご家庭と連絡を取り合いながら生活リズムに気をつけ、この夏を元気に過ごしていきたいですね‼ 

★8 月の行事予定★ 
日 月 火 水 木 金 土 

     １ 身体測定 

交通教室 

プール 

(趇趈趉越趋趌趃趄～豗豘豙豚豛豜) 

２ 

３ ４ サッカー

教室(豗豘豙豚豛豜) 

５ 体操教室 

プール 

６ お誕生会 

(7 月 8 月 9 月) 

７ 英語教室 

(贓贔贕贛贖贜贗贘贙贝贞贚～豗豘豙豚豛豜) 

８ まなび 

タイム(豗豘豙豚豛豜) 

９ 高江ふる

さと夏祭り 

(17:25 集合) 

10 11 山の日 

休園 

12 13 14 15 16 

17 18 サ ッカー

教室(豗豘豙豚豛豜) 

19 プール 20 体操教室 

プール最終日 

21 英語教室 

(贓贔贕贛贖贜贗贘贙贝贞贚～豗豘豙豚豛豜) 

22 まなび 

タイム(豗豘豙豚豛豜) 

23 

24 

         31 

25 

食育の日 

26 

避難訓練 

27 28 29 30 

 

★9 月の主な行事★ 

21 日(日)センノオトにて高江マルシェ開催(ぞう組の希望者がお店屋さんになります) 

 

 

 

 

 「お盆」の正式名は「盂蘭
う ら

 

盆会
ぼ ん え

」といい、先祖の霊を迎え

て供養する期間のことです。こ

の時期に各地で行なわれる

「盆踊り」は、先祖の霊を慰め

るための踊りです。ご先祖様へ

の感謝の気持ちを持って迎え 

るようにしたいですね。 

 

 

エアコンをつけ、涼しくした車内でも
熱中症には注意が必要です。水分補給
はもちろん、日除けなども使用しまし
ょう。また、車に⾧時間乗る場合は、
こまめに休憩をとり、お子さまを少し
歩かせるなど、外気に触れさせて気分
転換をしてあげましょう。 

車内の注意点 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

                            

8 月生まれのおともだち 

 

ぱんだ組 こうがくん 

ぱんだ組 とうりくん 

    ※お誕生会は７月、９月生まれのお友だちと一緒に行います。 

 

熱中症は、日射病、熱射病などの総称です。日射病は、
戸外で強い直射日光にさらされることが原因で、熱射
病は室内でも気温の高い場所に⾧時間いたために起こ
ることが原因です。 

日射病…顔は赤く、呼吸が荒くなります。皮
膚感覚は熱く、体温が上がっても汗
が出ず、めまい・頭痛・吐き気など
を伴います。 

熱射病…顔は青白く、大量の汗をかきます。
皮膚感覚は冷たく、めまい・吐き気
を伴います。 

熱中症の症状 

熱中症 

なぜ子どもは熱中症になりやすい？ 

子どもは体温調節がうまくできず、温度変化の影
響を受けやすい、また衣服の着脱も水分補給も一
人で行うのが難しいため、容易にかかりやすいの
です。 

   予防のポイント 
●日中は帽子をかぶって外出をしましょう。日除けのあるベビーカー

も照り返しで暑くなるので、散歩はできるだけ短時間で切り上げま
しょう。 

●炎天下での遊びは、⾧時間に及ばないよう注意しましょう。海や屋
外プールなどの水辺でも、30 分毎に日陰で休息をとるようにしまし
ょう。 

●肩まで隠れる、吸湿性、吸水性に優れた衣服を選びましょう。 
●水分補給は、電解質の入っている経口補水液などの飲み物を与えま

しょう。 

車や家の中でも熱中症になります 
特に車中では、気温が高くなくても高温になるの
で、子どもを一人にするのは絶対に避けましょう。

 
８月１５日は「終戦記念日」です。 

今の日本の平和は、多くの尊い命のお
かげで成り立っています。犠牲になっ
た方々に対し、弔意を表する日でも 
あります。子どもたちの未来を守る 
ため、戦争と平和について考える 

きっかけにしてみましょう。 

 

 連日、ニュース等で川やプー
ルでの事故が報道されていま
す。 
海や川、プールに行くときには
必ず、保護者の方も一緒に行き
ましょう。 

また、海や川では急に深くな
る箇所もありますので、事故や
けがのないように気を付けて遊
びましょう。 


